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1
RobinsonCrusoeの作者,DanielRefoeY'ついての本格的研 究がな され
はじめた の は,比 較 的最近 に属す る。1924年,A.W.SecordがStudies
intheNarrativeMethodofDefoeを出 したのがその嚆矢 であろ う。彼は
当時 まで行 われ ていた,DefoeはthegreatestIiereverlivedであ ると
い う誤 まれ る伝説を打破すべ く筆を とった とそ の序に記 してい る。 この 目
的のためY'彼は,Defoeが確か めもせず に好 き勝手に物 を書いたのではな
く,当 時入 手可能 な資料を十分 参考に して,彼 の小説の筆 を とったのだ と
い う事実 を例証 した のであ る。RobinsonCrusoeに関 していえば,よ く知
られた,AlexanderSelkirk(1676-一一1 21)の体験は もとよ り,Woodes
RogersのCruisingVoyageroundtheWorld(1718),ARelationofthe
GreatSufferings…ofHenryPitman(1689),RobertKnoxのHistorical
RelationofCeylonetc.当時知 られ ていた旅 行記 がRobinsonCrusoeを書
く際に参 考に された のだ った。E.A.Bakerがその厖 大なTheHistory
oftheEnglish1▽'ovelでSecordの研究 を,landmarkと認め要約づ くり
につ とめた の も無理 はなかった。
また伝記 的事 実 も1937年のJ.Sutherlandのも ,さ らに1958年のJ.R
MoQreのもの とに よって徐 々に明 らかに され て来た。DefoeはE.Gosse
のい うよ うに不正直 で嘘つ きで ある とい う誤 解が,こ れ らの研究 に よって
少 しつつ訂正 され て来 たのである。た とxぽ,見 て来 た よ うに嘘を書 くと
批難 された,Def㏄.のいわゆ る,circu皿stantialrealismにしても,The
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Storm(1704)を書 く際 に彼 が用 いた,新 聞広告を利用 した嵐 の記 事 の蒐
集 とい ういかにもジャーナ リステ ィックな手段 を思 いおこせ ば,ま た違 っ
た観点か ら考えなおさね ばならな くなっている。数 字の羅列 にして も,全
くの根拠薄弱 なものではな く,英 国各地か らの情報整理 の結果 の ことな の
O
であ る。Defoe作品のsource研究な らびに伝記研 究 の成果 は,見 て きた
よ うに嘘 をつ く作 家Def㏄ とい う誤解を一歩 一歩 ただ して来た といえ よ
う。
II
さてこのよ うな研究成果 に立 ってDefoe研究,こ とY`RobinsonCrusoe





人の作家 に関す る論 考であ るが,そ の うちのRobinsonCrusoeを扱 った
部分 は,些 か30頁ではあ るが鋭 い分析 と洞 察に満 ちてお り,以 後Crusce
論 といえば必ず ひきあいに出され る程 のポ ピュラーな ものY'なった。彼 の
論 点は次 のよ うなもので ある。彼は主人公 のCrusoeの性格 の特徴 として
次 の諸 点を あげ る。(1)Defoeの作品 におけ る主 な登場人物 はすべて金銭
を追求 してお り,Crusoeも例外で ない。Crusoeが家を飛びだす の も くヒto
Ob
etterhisecollomicconodition"なのであ る。(2)Crusoeはきっち り契約
書をかわす とい う意味お いて良 きLockeanである。(3)ちようど金銭貸借
表をつ くって物事を考 える ような習慣があ る。(4)労働を尊ぶ信仰が顕著で
ある。(5)他の人間に対す る評価の規準は常 に経済 的な ものであ り,他 の,
た とえば宗教,政 治上 の意見,国 籍 の違い,身 分の相違 な どの判 断規準は
ほとんどない。 とこれ ら5点 か らWattはCrusoeの 性格 の根本的な特
徴 として,HomoEconomicsを剔 出す る。 そ して さらY',こ の 経済人
Crusoeとい う側面が,当 時勃興 しつつあ り,後 に西 洋近代 文明を発展 きせ
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てゆ く源動 力 ともい うべ き中産 階級 のエネルギ ーを具現 してい るもので あ
る と結論 づ けている。Faustが,DonJuanが,そしてDonQuixoteが,
西洋近代 人 の 欲望を本質的に 具現 しているのと 丁度 同じ ように,経 済人
Crusoeは極 めて 自然 に 西 洋文 明の神話 とで もい うべ きもののprototype
としての位 置を占めてい るといい,高 く評価す るので あ る。Wattの議論
がWaber,Tawney等経済学者 の学説か ら多大 の示唆を 受けている ことは
論を また な いが,こ れ らの学説は,資 本主義社 会の 勃興 と宗教(こ とに
puritanの)との間に強い関連を見い 出してい ることか らも,経 済 的側面
のみ ならず 宗教的側面か らの考 察が,こ のCrusoe像の探求 において も欠 ・
かせぬ ことが予測 され よう。 この意味 において,前 述 のWattの 経済人
Crusoe解釈 に対す る批判 とい う形で提出 された,StarrやHunterの宗教
的側面か らのCrusoe解釈 も,一 見対立す るよ うに見xる がその実,分 ち
がたい主 人公 の性格 の二面性 を表わ しているとい えよ う。
Wattの経済人Crusoeとい う解釈を念願に置いて,こ の本 を読む時,
我 々は,た とえば次の様な一節 に出合 うと当惑せ ざるを 得ない。
 This renewed a contemplation which often had come to my thoughts 
in former time, when first I began to see the merciful dispositions of 
Heaven in the dangers we run through in this life ; how wonderfully 
we are delivered when we know nothing of it ; how when we are in 
quandary, as we call it, a doubt or hesitation, whether to go this way 
or that way, a secret hint shall direct us this way, when we intended 
to go that  way...and I cannot but advise all considering  men...not to 
slight such secret intimations of  providence...certainly they are a proof 
of the converse of spirits, and the secret comunication between those 
embody'd and those  unembody'd...
Crusoeは小説 の至 る所 で反省をす る。 そ して何 らか の形で神 の摂理を
感得 してゆ くのであ る。無論Crus㏄ のreflectionがはた してseriousな
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ものであ るか,そ れ とも単 ・y者 へ の義理立 てにしかす ぎぬ のか は問題 の
④
ある所 なのだが,小 説全体 の構成 か ら考えた,Starr,Hunterの論 考に よ
って,Crusoeの宗教 的思索をそのままseriousなもの として受け とろ う
とす るのが最近 の傾 向であ る。 この宗教人Crusoeとい う解釈 はさ らに構
成 とい う側面か らも首肯 され る。
Starr,Hunterの両者は,DefoeがRobinsonCrusoeを書 く際0'依拠 し
た と思われ るsubliterarytraditionの存在を指摘 した とい う点にお いて共
通 してい る様 に思われ る。Starrによれ ぽ,こ れ はspiritualautobiography
と され てお り,そ の内で 主 人公 は 自身 の魂 の救済へ の 過程 として"the
provocationtorepentance‐reflectionorconsideration‐self-accusation‐
0-,,とい う四つの段 階を取 ることが構成上で 顕著 な点で あ るとす
conversion
る。Crusoeにもこの 段階が 見 られ る と分析す るので ある。 ここでは,
Starrの意見を敷衍 し,さ らに詳細 に検討 を加 えたHunterのものを紹介
す る。HunterはR・binsonCrus・eに先 行す る伝統 として次 の三つ をあげ




(主に無神論者昏 の反証 として書かれた もので,あ らゆ る事象が神 の摂理
Y'よって支配 されてい ると説 くもの)。(3>SpiritualBiography,(Starrの
い うSpiritualAutobiographyにほぼ 匹敵す る。Puritanの習慣 であっ
た 日記 をつけ ることと死者の簡単な閲歴を のべたfuneralsermonからお
こって来た もので,魂 の救済 までの心 の軌跡を描 く。)こ の3つ の伝統が
RobinsonCrusoeに与 えた影響 は単 に主題や素材に とどまらず,構 成に ま
で及んでい る。RobinsonCrusoeのうちにcearebellion‐punishment‐
O
repentance-deliverancesequence"とい う構成が見 られ るのは この影響で
あ る,とHullterは説 くので ある。Hunter説によれぽ,Crusoeはまさ
にpilgrimなのであ り,こ の物語 は神 を神 とも思わぬCrusoeが,孤島で
の体験を契機Y'徐々に神にめ ざめ信仰 を獲得 してゆ くそ の心 の動 きを描い
た もの とい うことにな る。宗教 人Crusoeが前面に出て くるわ けである。
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III
以下Hunterの 説に従 ってRobisnonCrusoeの分析を試み るまず彼が
何 らか の形 で宗教的思索を行 う挿 話を抜 き出 して表 にしてみ よ う。
(:) Father's advice 
© Storm 
 © Storm 
 ® Captain's admoniton 
 ® (Slavery at Salee) 
 © (Success at Brazil) 
C)(To the island) 
 ® Stalk of barley 
 C) Earthquake 
({) Dream 
•Disease ; By Bible 
 O Current 
 O Foot print 
 O Dream 
 ®  Friday; By teaching Crusoe 
O Wolves of Pyrenees
RobinsonCrusoeは章分け もな く一見 した ところただ エピ ソー ドを連ね
ただけの よ うに感じ るが細か く調べ ると前述の如 くProloguさ,'Conversion
Confirmationの三つ 部分 に大別で きる。順次説 明してみ よ う。
海 への誘惑に負け たCrusoeは,家に留 って くれ とい う父親の説得を無
視 して,あ る 日Hullから海路Londonへ向 うが,途 中二度 の嵐 に会い,
船が沈没す る。幸 いY'も乗組員は全員助か るが,そ め船長に も父親の忠告
を くりかえ され るので あ る。(前 図① ～④)父 親 の 命令に そむいた こと
は,後 年改悛 した時,Originalsinの意識をCrusoe忙植xつ け るとい う
0
意味で重要で ある。嵐は もちろん,神 のいましめで あ る。Hunterのい う
rebellionの箇所 が ここにあた る。
弧島 に漂着 したCrusoeが出会 った最初 の宗教的事件は～ 大麦の芽(8)で
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ある。彼 のfortressの脇に,こ んな土地 には珍 らしい大麦 の芽が 出 ている
のを見 て驚喜す る。そ してここか ら彼 のconversionへの第一歩が 踏み 出
され る。
 It is impossible to express the astonishment and  confusion of my 
thoughts on this occasion. I had hitherto acted upon no religious foun-
dation at  all;...but I began to suggest that God had miraculously caused 
                                     O 
the grain to grow without any help of seed  sown...."
この ように一 たんは神 に 目ざめ るCrusoeもしぼ ら くして真 の理 由が分 る
とす ぐ信 仰をすててしま うので あ る。
  "At l
ast it occured to my thoughts that I had shook a bag of  chicken's 
meat yet in that place, and then the wonder began to cease ; and I 
must confess, my religious thankfulness to God's providence began to 
abate too, upon the discovering that all this was nothing but what 
was common."
Defoeは性急 にCrusgeに改陵を させず,一 歩前 進 してはまた律翠 す ると
い う工合 に波 の ような リズムを与 えなが ら描いてい る点に注 目すべ きであ
る。
さて,地 震にあ って九死 に一生 を得たCrusoe(9)は,そこに神の警告を
見 る程Y'成長す るのだが,や が て決定 的なconversionを迎 え る。夢 と聖
書へ の出会 いがその契機 として描 かれ ている。風邪をひ き床に伏せ たま ま
のCrusceはある 日,高 熱 と体 の衰弱 になや まされなが ら,自 分 が黒雲 に
乗 り 炎につつまれたひ とに槍 で 寒 き殺 され る 夢をみ るのであ る。 当時 の
Puritanにとって嵐や地震,稲 妻 が神 の警告 として受け とられていた よう
に,夢 も重要 な意味を持 っていた ことは言 うまで もない。Crusoeもその
例 に もれ ず,涙 を流 し,以 前 の父親 の忠告を思 いだし自分をせめ るので あ
る。"Lord!Be皿yhe1P"と神 に祈 りさxす る。 そ うして この事件 の直
後,当 時薬 と されていた タバ コを のも うと箱 の中を そそいた時,Crusoe
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はそ こに くCacurebothfQrsoul....ゾ'つま り聖書 を見 つけ るので
ある。聖書 を 手V'とってパ ラパ ラとめ くってい るうちに,た またま心に し
⑫
み る聖句を 見 つけ出 しそ こでconversionがなされ るとい うわけなのだ。
  "In the morning I took the Bible ;  and...I began seriously to read 
 it,...I was earnestly begging of God to give me repentance, when it 
happened providentially, the very day, that, reading the Scripture, I 
came to these words, "He is exalted a Prince and a Saviour, to give 
repentance, and to give remission." I threw down the book ; and with 
my heart as well as my hands lifted up to heaven, in a kind of ecstasy 
of joy, I cried out aloud,  "Jesus, Thou son of  David! Jesus, Thou  exalt-
ed Prince and Saviour, give me repentance!"
末尾 の祈 りを 彼 自身最初 の祈 りとい って いる。Hunterのい うpunish-
ment-repentanceの箇所 が ここY'あた る。
Crusoeのconversionを持 って この小説が終 りにな るか とい うとそ うで
はない。'当時 のpuritanはconversionをしだ人間をperfectなものとは
見てお らず,そ の後 に,信 仰を さらに揺 ぎない ものにす るべ く予定 された
神 の試練 を経験 してはじめて真 の宗教的完成がな され る,と 考 えていた。
⑭
Hunterのこの意見 に従 えぽ,Crusoeも当然 このconfirmationとい う過
程を経ねぽ ならぬ。速 い潮流 に流 され て,Crusoeの乗 っていた小舟が危
うく大洋に 出て しまいそ うにな るepisode⑫のあ と有名な海 岸の足跡 の事
件⑬が描かれ る。人食人種 の足跡か と考 える とCrusceは恐怖 におび え自
分 の生活設計を変更せ ざるを得ぬ はめ になる。前述 の考x方 で ゆ くとこの
二 つの事件 はCrusoeへの神 の試練 と考xる ことがで きよ う。やが てFri-
day救出の挿 話⑮が語 られ るのであ るが,そ の蔀 にCrusoeはま た夢⑭を
み るのであ る。夢 の内容 は一人 の土人 を救 うξい うものであ るカミ・物語嫡
それ と丁度同じ工合 にすす んで ゆ く。
この ように考えて くると,Friday登場 のこの物語に対す る意味が ほぼ
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明 らか になるのであ ろ う。す なわ ち,conversionとconfirmationは全 く
対 比的に(事 件 の数 も夢 の存在 も含 めて)述 べ られ てい るのであ るか ら,
Fridayの果たす役割 は単 な.る物語 の変化 とい うだけで はな く,ち ようど
conversionの部 分で 聖書の 果 たした 役 割 と 同質 のものだ といえ よ う。
conversionを達成 した ものは必然的 に他人へ の 善導教化へ と導 かれ る。
CrusoeはFridayにキ リス ト教の知識を教え こも うとす るのであ る。 こ
の過程で彼が逆 に教 えられ る とい う事実 は注 目に価す る。
 I had, God knows, more sincerity than knowledge in all the methods 
I took for this poor creature's instruction, and must acknowledge, what 
I believe all that act upon the same principle will find, that in laying 
things open to him, I rally informed and instructed myself in many 
things that either I did not know, or had not fully considered  before,...
Crusceが野蛮人を 教 化す る 際逆 に 自分 みずか らが 啓発 され よ り完全な
puritan精神に近づ いてゆ くので ある。DefoeヵミTheFartheAdventurof
RobinsonCrvsoeでこの蛮人教化 に よる自己教化 のテーマを発展 させWill
Atkinsとそ の蛮人 の妻 の間の問答 を描 いているとい う点か らも,Friday




さてこのよ うに見 ると,RobinsonCrusoeには綿密 な構成上 の計算ヵミ存
在す ることがわか るで あろ う。 この作品だけに限れば構成 が粗雑だ とい う
⑰
漱石 の評価 はあた らない。そ して,こ の構成がCrusoeの宗教 的体 験を選
択 して成立 させ られてい るとす ると,宗 教人Crusoeの解釈 はます ます有
力なものとして浮び上 って くるといえ よ う。
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こ とを 示 し 島 の挿 話 のFrameを な す とい って い る 。TwentiethCenturyInterpr-
e?ationsofRobinsonCrusoep.13.
⑨ 当時 のpuritan信仰 で は,父 親 の言 は 神 の言 に 等 しか った 。
⑩op.σ'ちP.85
Qop.cit.,p.86.
⑫ 同 じ手 法 をDef・eはAJournalofthePlagueYearで使 っ てい る。
●op.cit.,p.106.
⑭Hunterはdeliveranceとし・う言 葉 を 用 い て お り,。onfirmationは私 の造 語 で あ
る 。宗 教 上 の意 味 で あ る堅 信 の 意 で 用 いた のだ が 適 切 か ど うか 分 らな い 。御 教 授願
えれ ば幸 い であ る。 なおHunterは 潮 流 のepisodeを無 視 して い る。 従 って
conversion,confirmation間の 挿話 の数 と意 味 の類 似 に は着 目し てい な い 。
●op.cit.,p.245.
⑯ こ こで は構 成 面 か らの み の考 察 で あ る が,比 喩 とい う点か ら もこ の こ とは首 肯 さ
れ よ う。 す なわ ち,Fridayを救 出す る直 前 にCエusoeは島か ら脱 出す る考 え に と り
っ か れ て お り,そ の た め の 手 助 け とし て人 が 現 わ れ るの を 望 ん でい た 。 島か らの
deliveranceがCrusoeの信仰 上 のそ れ のallegoryなの は い うまで もな い 。
⑰ 夏 目漱 石,「 文 学 評 論 」
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